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原 著

日本の大学生における SNS利用時間と朝食摂取パターンとの関連： 

朝食・朝昼兼用食・午前中完全欠食の三分類に基づく検討
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目的　SNS の長時間利用は， 生活習慣の乱れと関連することが報告されている。一方， 大学生で

は朝食欠食が増加し， 学業や健康への影響が懸念される。生活習慣の多様化により朝昼兼用

の食事を摂る学生もみられるが， 朝食をまったく摂らない場合と区別した研究は見受けられ

ない。朝食欠食の実態を把握するには， 摂取時間の違いも考慮する必要がある。そこで， 本

研究の目的は， 日本の大学生における SNS 利用時間と朝食摂取パターンとの関連を明らかに

することである。併せて， 朝食摂取パターンと社会経済的要因および心理的要因との関連に

ついて検討する。

方法　本研究は横断的な二次分析である。東京大学社会科学研究所より提供された「第58回学生生

活実態調査（2022年）」の個票データ20,171件を用いた。本調査の対象者は全国の大学・学部

生である。従属変数は朝食摂取パターンとし， 午前 9 時までに朝食を摂る「朝食摂取群」， 9
時から11時に朝昼兼用食を摂る「朝昼兼用食摂取群」， 午前中食事を摂らない「完全欠食群」

の 3 群に分類した。独立変数は SNS 利用時間とし， 多項ロジスティック回帰分析を実施し

た。調整変数は， 基本属性， 社会経済的要因， 心理的要因を含めた。

結果　SNS 利用時間が 1 時間増すごとに， 朝食摂取群に比して朝昼兼用食摂取群（OR ＝ 1.14, CI: 
1.04–1.25, P＜0.001）， 完全欠食群（OR: 1.10, CI: 1.01–1.19, P ＝ 0.021）である OR が有意に高

かった。朝昼兼食摂取群でとくに高いのは自宅外居住， アルバイトありであった。完全欠食

群で OR がとくに高かったのは， 自宅外居住， 暮らし向きが「苦しい方」であり， 相談相手

の不在も OR が有意に高かった。一方， 理工・医歯薬系および女性は両群ともに OR が有意

に低かった。

結論　SNS 利用時間が長い学生は， 朝食摂取群と比べて朝昼兼用食摂取群または完全欠食群に多

くみられた。朝昼兼用食摂取群には， 自宅外居住， アルバイトありの学生が多く， 完全欠食

群には， 暮らし向きが苦しい方， 相談相手がいない学生が多かった。完全欠食群には朝食の

価格補助や調理情報の提供， 両群には低学年からの朝食摂取を促す情報提供や環境整備等検

討が望まれる。
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Ⅰ 緒 言

1. 背景
近年， SNS（ソーシャルネットワーキングサービ

ス）の普及は著しく， 若年層の日常生活に深く浸透

している。総務省の調査では， 令和 5 年度の20代

における 1 日の SNS 平均利用時間は， 平日で79.4
分， 休日で108.4分に及ぶ1)。他年代をみると， 30代
は平日45.3分， 休日55.2分， 40代は平日31.9分， 休

日35.1分である。以上より， 大学生を多く含む年代

では 1 日の SNS 利用時間が他年代と比べて顕著に

長いことがわかる。SNS の長時間利用は抑うつや

不安などの精神的健康リスクを高めるとされ2)， 米

国公衆衛生局長は， 若年層に対する安全で健全なデ

ジタル環境の整備を推奨している3)。大学生は高校

卒業後の環境の変化により生活が不規則になりやす
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く4)， スマートフォンの長時間使用が睡眠の先延ば

し5)， 精神的健康の悪化を招くとされる6)。さら

に， SNS の長時間利用は朝食欠食を含む食行動の

乱れ7) や学業成績の低下8) につながることが明らか

になっており， SNS 利用時間が長いほど朝食欠食

が多いことも示されている9)。また， SNS 利用時間

だけではなく， スマートフォンの長時間使用と朝食

欠食の関連も明らかになっている10,11)。一方， SNS
の長時間利用は過体重・肥満と関連することが報告

されている12)。

朝食欠食は， 栄養バランスの偏り13) や， 日中の

集中力低下14) を招くとされ， 学業成績との関連15)

も指摘されている。国内の若年層では朝食の欠食率

が年々高まっており16,17)， 朝食欠食等の食行動の乱

れは， 過体重や脂質異常， インスリン抵抗性などの

代謝リスクと関連することが報告されている18)。大

学生は生活リズムの多様化により， 朝昼兼用の食事

を摂る者も多い19)。そこで， 朝食欠食の実態を正確

に把握するためには， 摂取時間の多様性も考慮する

必要がある。しかし， これまでの研究では， 朝食欠

食の定義を朝食摂取の有無とするものが多く，「朝

食をまったく摂らない場合」と「朝昼兼用食を摂る

場合」を区別した研究はほとんど見受けられない。

2. 目的
本研究の目的は， 日本の大学生を対象に， SNS

利用時間と朝食摂取パターンの関連を明らかにする

ことである。併せて， 朝食摂取パターンと社会経済

的要因および心理的要因との関連について検討す

る。朝食摂取パターンは， 午前 9 時までに朝食を摂

る「朝食摂取群」， 午前 9 時～11時に朝昼兼用食を

摂る「朝昼兼用食摂取群」， 午前中にまったく食事

を摂らない「完全欠食群」の 3 群とし，「朝食群」

を基準に比較を行った。

Ⅱ 研 究 方 法

1. 対象データ
二次分析に当たり， 東京大学社会科学研究所附属

社会調査データアーカイブ研究センター SSJDA：

Social Science Japan Data Archive から「第58回学生

生活実態調査， 2022」の匿名化個票データの提供を

受けた。同調査は学部生を対象に， 日本全国115の
大学生協を通じ， 自記式 Web 調査により2022年10
月から11月に実施された。大学生協の選定は， 地

域・大学設置者・大学の規模などの構成比を考慮し

て行われた。経年の変化をより正確にみるため， 事

前に指定した大学生協（国立大学19・公立大学 2・
私立大学10）が調査対象に含められた。調査項目

は， 性別・年齢・学年・学部， 居住形態などの基本

属性に加え， アルバイトの有無， 奨学金受給状況，

収入・支出状況等の経済状況， 時間帯別の食事摂取

状況， 生協の利用に関する生活状況， 相談相手の有

無， ハラスメントの有無等の交流状況， さらに

SNS や動画配信の利用状況などが含まれる。有効

回答数は21,780件， 回収率は約25% であった。本研

究は， 必要な変数に欠損のない20,171件のデータを

用いた。

2. 主要変数
1) 従属変数

本研究の従属変数は朝食摂取パターンであり，

「朝食摂取群」「朝昼兼用食摂取群」「完全欠食群」

の 3 群に分類した。大学生を対象とした朝食欠食研

究では，「朝食」の定義が標準化されておらず， 各

研究間で大きく異なることが指摘されている20)。そ

こで， 本研究では， こうした定義の不統一を踏ま

え， 摂取行動の時間帯に着目し朝食摂取パターンを

分類した。先行研究においても「初回食が 9 時以

降」の群は「8 時未満」の群に比べて 2 型糖尿病発

症リスクが上昇することが報告されており， 9 時ま

での朝食摂取についての疫学的妥当性が示唆され

る21)。用いた設問項目は「朝 9 時までの食事をどこ

で食べましたか」と「9 時から11時までの朝昼兼用

の食事をどこで食べましたか」であり， 選択肢はい

ずれも「自宅・自室」「大学キャンパス」「大学・自

宅・自室以外の場所」「食べなかった」である。「朝

9 時までの食事をどこで食べましたか」の設問に対

して「自宅・自室」「大学キャンパス」「大学・自

宅・自室以外の場所」のいずれかを選択した者を朝

食摂取群に分類し， 同設問で「食べなかった」を選

択し， かつ「9 時から11時までの朝昼兼用の食事を

どこで食べましたか」でいずれかの場所を選択した

者を朝昼兼用食摂取群， 両項目で「食べなかった」

を選択した者を完全欠食群に分類した。

2) 独立変数

独立変数は「1 日の SNS 利用時間をお答えくだ

さい」に基づく SNS 利用時間（時間単位での連続

変数）とした。追加分析では，「SNS 利用の仕方を

教えてください」という設問から， SNS 発信の有

無（「みるだけ」「発信もしている」）の 2 者択一と

なっており， この選択肢で 2 群化した変数を独立変

数として用いた。

3) 調整変数

調整変数は以下のとおりである。基本属性は， 年

齢（連続変数）， 学年（連続変数）， 性別， 学部（文

科系， 理工・医歯薬系， その他）， 自宅在住の有

無， 暮らし向き（楽な方・ふつう・苦しい方）とし

た。社会経済的要因は， 奨学金受給の有無， アル 
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バイトの有無である。心理的要因は， 悩みの有無，

相談相手の有無を含めた。なお， 年齢・学年の分布

は Shapiro–Wilk 検定でいずれも P＜0.001と非正規

だったが， 朝食摂取状況 3 群での ANOVA/Kruskal– 
Wallis は両変数とも P＜0.001で整合していること

を確認した。年齢および学年はいずれも連続的な性

質をもつ変数であり， 恣意的な区分による情報の損

失や統計学的検出力の低下， 残余交絡の増大を避け

るため， ロジスティック回帰分析には連続変数とし

て投入した22,23)。

3. 分析方法
多項ロジスティック回帰分析を用いて， 朝食摂取

パターンと各要因との関連を検討した。従属変数

は， 朝食摂取パターン， 独立変数は SNS 利用時間

である。先行研究で SNS 利用と精神的健康の関連

が示されていることから24)， SNS 利用および食行動

の双方と関連しうる交絡候補と考え， モデル 2 で追

加調整した。モデル 1 は調整変数に基本属性， 社会

経済的要因を投入し， モデル 2 は心理的要因を追加

した。なお， 追加分析として SNS 発信の有無を独

立変数とした同様の解析も行った。各モデルについ

てオッズ比（Odds Ratio）および95% 信頼区（Con-
fidence Interval）を算出した。多重共線性について

は， 分散膨張係数（Variance Inflation Factor: VIF）
により確認した。統計解析は R（Version 4.4.2）を

用いて実施し， 有意水準は0.05とした。

4. 倫理的配慮
本研究は， 既存の匿名化データを用いた二次分析

であり， 新たな個人情報の収集や介入を伴わないた

め， 研究者は倫理審査の対象外であると判断した。

本研究はヘルシンキ宣言および「人を対象とする生

命科学・医学系研究に関する倫理指針」に準拠して

実施した。

Ⅲ 研 究 結 果

1. 対象データの欠損状況と欠損処理
変数ごとの欠損率は表 1 に示す。各変数の欠損値

の状況を確認したところ， 最も欠損率が高かったの

は， 主な家計支持者の年収で46.2% であった。研究

者は， この水準で欠損補完を行っても信頼性が担保

できないと判断し， 多変量解析には含めなかった。

その他の変数で欠損が大きかったのは， SNS 発信の

有無であり， 全体の1,298件（6.0%）であった。記

述統計は変数ごとに欠損値を除外して算出した。多

変量解析では， 解析に必要なすべての変数が揃って

いる20,171件を分析対象とした。解析に必要な変数

が揃っていないために解析非対象群は1,609件であ

る。解析対象群と解析非対象群における各変数の分

布を比較した結果は追加ファイルに示す。両群には

有意な差が見受けられる変数もあったが， 両群の分

布は概して近似であった。アウトカムである SNS
発信の有無では両群に有意差は認められなかった。

2. 対象特性
各変数の集計は， 変数ごとに欠損を除外した有効

データに基づいて行った。この集計方針により， 変

数間の欠損差によるサンプル減少を避け， 各指標の

分布を実態に沿って示した。平均年齢は20.27歳，

学年は2.42年であった。SNS の 1 日あたり利用時間

は平均3.52時間， SNS 発信の有無は「閲覧のみ」が

57.7%，「発信もする」が42.3% であった。これら

の結果は表 1 に示す。対象特性別の朝食摂取パター

ンをみると， 女性では朝食摂取群が74.9%， 完全欠

食群が13.5%， 男性では朝食摂取群が69.6%， 完全

欠食群が18.6% であった。学年が上がるにつれて朝

食摂取群は減少し， 5 年生以降はやや回復した。居

住形態では， 自宅外居住者は朝食摂取群が64.1%，

完全欠食群が21.9%， 自宅居住者ではそれぞれ

80.9%， 9.9% であった。補足資料表 S-1 に結果を

示す。

3. 朝食摂取パターンと各要因との関連
1) 基本モデル

多項ロジスティック回帰分析の結果を表 2 に示

す。SNS 利用時間が長いほど， 朝昼兼用食摂取群

（OR＝1.14, CI: 1.04–1.25, P＝0.004）および完全欠

食群（OR＝1.10, CI: 1.01–1.19, P＝0.021）のオッズ

が高かった。学年が上がるほど朝昼兼用食摂取群

（OR＝1.28, CI: 1.23–1.33, P＜0.001）， 完全欠食群

（OR＝1.15, CI: 1.11–1.18, P＜0.001）のオッズが高

かった。理工・医歯薬系は文科系より， 朝昼兼用食

摂取群（OR＝0.72, CI: 0.66–0.79, P＜0.001）， 完全

欠食群（OR＝0.83, CI: 0.77–0.90, P＜0.001）でオッ

ズが低かった。女性も朝昼兼用食摂取群（OR＝

0.86, CI: 0.78–0.94, P＝0.001）， 完全欠食群（OR＝

0.68, CI: 0.63–0.74, P＜0.001）でオッズが低かっ

た。自宅外居住者は， 朝昼兼用食摂取群（OR＝

2.04, CI: 1.86–2.23, P＜0.001）， 完全欠食群（OR＝

2.82, CI: 2.60–3.07, P＜0.001）でオッズが共に高

く， 暮らし向きが「苦しい方」は，「楽な方」に比

べて， 朝昼兼用食摂取群でのオッズが1.33（CI: 1.14– 
1.56, P＜0.001）， 完全欠食群でのオッズが1.46（CI: 
1.28–1.68, P＜0.001）と， いずれも有意に高かっ

た。アルバイトありも朝昼兼用食摂取群（OR＝

1.33, CI: 1.20–1.47, P＜0.001）， 完全欠食群（OR＝

1.18, CI: 1.08–1.29, P＜0.001）でオッズが高かっ

た。奨学金受給の有無が「あり」は完全欠食群で 
のみ有意に高かった（OR＝1.11, CI: 1.02–1.20, P＝
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0.013）。一方， 追加分析の結果，SNS 発信が「あり」

の学生は，「閲覧のみ」の学生に比べて朝昼兼用食

摂取群および完全欠食群に属するオッズが有意に高

かった。SNS 発信の有無による分析結果は表 S-2，
S-3 に示した。

2) 心理的要因を加えたモデル

表 3 は， モデル 1 に「悩みの有無」「相談相手の

有無」を加えた心理的要因調整モデルである。SNS
利用時間は， 朝昼兼用食摂取群（OR＝1.14, CI: 

1.04–1.25, P＝0.004）， 完全欠食群（OR＝1.10, CI: 
1.02–1.19, P＝0.019）でいずれもオッズが高く， 心

理的要因を加えた後も関連の有意性は保持された。

他の変数についても， モデル 1 と同様の傾向が維持

され， 学年， 性別， 学部， 居住形態， 暮らし向き，

アルバイトの有無はいずれも朝食欠食と有意な関連

を示した。心理的要因のうち「相談相手がいない」

者は， 完全欠食群において有意に朝食を摂らない傾

向が示された（OR＝1.29, CI: 1.16–1.43, P＜0.001）。

表 1 朝食摂取の有無別にみた各変数の記述統計と群間比較

連続変数 平均±標準偏差 中央値 最小値 最大値 人数（人） 欠損率（%）

年齢（歳） 20.27±1.92 20 17 62 21,198 2.7
SNS 利用時間（時間） 3.52±2.18 3 0 15 20,517 5.8

学年（年） 2.42±1.20 2 1 6 21,780 0.0
アルバイト時間（時間/週） 8.85±8.12 8 0 60 20,737 4.8

カテゴリ変数 サブカテゴリ 人数（人） 割合（%） 合計（人） 欠損率

朝食摂取パターン 朝食摂取群 15,751 72.6 21,694 0.4
朝昼兼用食摂取群 2,785 12.8

完全欠食群 3,158 14.6
学部 理工・医歯薬系 10,476 48.1 2,1780 0.0

文科系 11,304 51.9
その他 0 0

性別 女性 11,013 52.1 21,118 3.0
男性 9,774 46.3
その他 331 1.6

居住形態 自宅 11,075 50.8 21,780 0.0
自宅外 10,705 49.2

SNS 発信の有無 なし（閲覧のみ） 11,828 57.7 20,482 6.0
あり（発信もする） 8,654 42.3

暮らし向き 楽な方 12,634 58.0 21,780 0.0
ふつう 7,260 33.3
苦しい方 1,886 8.7

アルバイト有無 アルバイトあり 15,481 71.1 21,780 0.0
アルバイトなし 6,229 28.9

奨学金受給の有無 受給あり 7,733 35.7 21,780 0.0
受給なし 14,007 64.3

主な家計支持者の年収 高所得群（750万円以上） 2,178 18.6 11,715 46.2
中所得群（250～750万円） 7,955 67.9
低所得群（250万円未満） 1,582 13.5

悩みの有無 悩みあり 1,491 6.8 21,780 0.0
悩みなし 20,289 93.2

相談相手の有無 相談相手あり 18,338 84.2 21,780 0.0
相談相手なし 3,442 15.8

朝食摂取パターンは以下の 3 群に分類した。
朝食摂取群：午前 9 時までに朝食を摂取，
朝昼兼用食摂取群：朝食は摂らず， 午前 9 時–11時に朝昼兼用の食事を摂取，
完全欠食群：午前中に完全欠食
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表 2 朝食摂取と SNS 利用時間（連続変数）との関連・モデル 1 （多項ロジスティック回帰分析）
  n ＝ 20,171

説明変数 カテゴリ 朝昼兼用食摂取群 完全欠食群

OR 95%CI P 値 OR 95%CI P 値

Lower Upper Lower Upper

学年 連続変数 1.28 1.23 1.33 ＜0.001 1.15 1.11 1.18 ＜0.001
学部 理工・医歯薬系

（Ref. 文科系）

0.72 0.66 0.79 ＜0.001 0.83 0.77 0.90 ＜0.001

性別 女性（Ref. 男性） 0.86 0.78 0.94 0.001 0.68 0.63 0.74 ＜0.001
その他（Ref. 男性） 0.63 0.40 0.98 0.042 1.05 0.77 1.42 0.765

居住形態 自宅外（Ref. 自宅） 2.04 1.86 2.23 ＜0.001 2.82 2.60 3.07 ＜0.001
SNS 利用時間 連続変数 1.14 1.04 1.25 0.004 1.10 1.01 1.19 0.021
暮らし向き 普通（Ref. 楽な方） 1.00 0.91 1.11 0.947 1.02 0.93 1.11 0.662

苦しい方（Ref. 楽な方） 1.33 1.14 1.56 ＜0.001 1.46 1.28 1.68 ＜0.001
アルバイトの有無 アルバイトあり

（Ref. アルバイトなし）

1.33 1.20 1.47 ＜0.001 1.18 1.08 1.29 ＜0.001

奨学金受給の有無 受給あり（Ref. 受給なし） 1.03 0.94 1.13 0.525 1.11 1.02 1.20 0.013

多項ロジスティック回帰分析参照カテゴリは， 朝食摂取群（朝 9 時までに朝食を摂取）， オッズ比（OR）と95% 信
頼区間（CI）を示し， P 値＜0.05を有意とした。
朝食摂取パターンは以下の 3 群に分類した . 朝食摂取群：午前 9 時までに朝食を摂取，
朝昼兼用食摂取群：朝食は摂らず， 午前 9 時–11時に朝昼兼用の食事を摂取，
完全欠食群：午前中に完全欠食
解析対象 20,171人の朝食摂取パターン別人数：朝食摂取群 14,583（72.3%）， 朝昼兼用食摂取群 2,373（11.8%）， 完全
欠食群 3,215（15.9%）。参照カテゴリ ＝ 朝食摂取群

表 3 朝食摂取と SNS 利用時間（連続変数）との関連・モデル 2 （多項ロジスティック回帰分析）
		  n ＝ 20,171

説明変数 カテゴリ 朝昼兼用食摂取群 完全欠食群

オッズ比 95%CI P 値 オッズ比 95%CI P 値

Lower Upper Lower Upper

学年 連続変数 1.28 1.23 1.33 ＜0.001 1.15 1.11 1.19 ＜0.001
学部 理工・医歯薬系

（Ref. 文科系）

0.72 0.66 0.79 ＜0.001 0.83 0.76 0.90 ＜0.001

性別 女性（Ref. 男性） 0.87 0.79 0.95 0.003 0.69 0.64 0.75 ＜0.001
その他（Ref. 男性） 0.52 0.40 0.97 0.038 1.03 0.76 1.40 0.846

居住形態 自宅外（Ref. 自宅） 2.04 1.87 2.24 ＜0.001 2.83 2.61 3.08 ＜0.001
SNS 利用時間 連続変数 1.14 1.04 1.25 0.004 1.10 1.02 1.19 0.019
暮らし向き 普通（Ref. 楽な方） 1.00 0.91 1.11 0.949 1.01 0.93 1.10 0.775

苦しい方（Ref. 楽な方） 1.32 1.13 1.54 ＜0.001 1.41 1.24 1.62 ＜0.001
アルバイトの有無 アルバイトあり

（Ref. アルバイトなし）

1.33 1.20 1.48 ＜0.001 1.19 1.09 1.30 ＜0.001

奨学金受給の有無 受給あり（Ref. 受給なし） 1.03 0.94 1.13 0.496 1.11 1.02 1.21 0.011
悩みの有無 悩みあり（Ref. 悩みなし） 1.14 0.96 1.36 0.130 0.98 0.83 1.15 0.792

相談相手の有無 相談相手なし

（Ref. 相談相手あり）

1.18 1.04 1.33 0.009 1.29 1.16 1.43 ＜0.001

多変量ロジスティック回帰分析。従属変数 : 朝食摂取の有無。独立変数 :SNS 発信の有無。調整変数 : SNS 利用時間，
年齢， 学年， 学部， 居住形態
朝食摂取パターンは以下の 3 群に分類した。朝食摂取群：午前 9 時までに朝食を摂取， 朝昼兼用食摂取群：朝食は摂
らず， 午前 9 時–11時に朝昼兼用の食事を摂取，
完全欠食群：午前中に完全欠食， 解析対象 20,171人の朝食摂取パターン別人数：朝食摂取群 14,583（72.3%）， 朝昼
兼用食摂取群 2,373（11.8%）， 完全欠食群 3,215（15.9%）。参照カテゴリ ＝ 朝食摂取群
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Ⅳ 考 察

1. SNS利用時間と朝食欠食パターンとの関連性
本研究における SNS の平均利用時間は 1 日211.2

分（3.52時間）であった。総務省の調査1) による

と， 令和 6 年度における平日の SNS 利用時間は，

10代， 20代ともに67.0分， 休日では， 10代80.2分，

20代88.6分と報告されている。本研究の SNS 利用

時間は平日・休日の区別を設けない自己申告値に基

づくため， 単純比較はできないが， 同調査における

休日値と比べても相対的に長い水準にある。なお，

スマートフォン利用時間と SNS 利用時間は同義で

はないが， スマートフォン利用時間と食行動の乱れ

に関する報告がみられる。例えば， 女子大学生を対

象とした国内調査では， スマートフォン使用場面が

多い学生で朝食欠食と生活習慣の乱れが関連してい

た25)。国際調査でも， SNS の過剰利用が朝食欠食の

頻度増加と関連していた26)。本研究でも， SNS 利用

時間が長い学生は， 朝昼兼用食摂取群または完全欠

食群のオッズが高く， 先行研究を支持する結果で

あった。また， 相談相手の不在とも有意に関連して

いた。SNS 長時間利用者は， 取り残される不安を

感じやすく， 抑うつやストレスと関連することが指

摘されている27)。また， 不安傾向が強い人では SNS
利用がネガティブ感情と結びつくことも報告されて

いる28)。ただし， SNS 利用時間と抑うつに有意な関

連を認めなかった研究もあり29)， 今後は利用時間に

加え， 多面的な検討が必要である。

2. 朝昼兼用食行動の特徴と欠食との違い
本研究の新規性は， これまで十分に区別されな

かった朝昼兼用食と朝食欠食を明確に区分する点に

ある。本研究では， 従来「朝食欠食群」と一括され

がちであった行動を，「朝昼兼用食摂取群」「完全欠

食群」に分けて検討した。多項ロジスティック回帰

分析の結果， 両群は関連要因に違いがみられた。朝

昼兼用食摂取群では， 学年が高いこと， 自宅外居

住， アルバイトありの学生でオッズが有意に高く，

生活リズムや通学時間， 就労による時間的制約が影

響している可能性がある。相談相手の有無は， 完全

欠食群のみに関連があり， 心理的支援環境が朝食欠

食に関連することが明らかとなった。完全欠食は，

正午以降まで栄養摂取がない状態であり， 生活リズ

ムの乱れや代謝への悪影響， 集中力や学業成績の低

下と関連することが報告されている30,31)。また， 朝

食欠食者では血糖コントロールの悪化も指摘されて

いる32)。以上より， 午前中の摂食パターンを区分し

て評価することは， 朝食欠食の実態を正確に捉える

うえで有用である。

3. SNS利用時間および社会経済的・心理的要因
と朝食摂取パターンに関連する要因

本研究では， SNS 利用時間は調整因子を加えて

も朝食摂取パターンと一貫して関連していたことか

ら， SNS 利用が午前中の摂食行動と独立して関連

する可能性が示唆された。朝食摂取パターンは

SNS 利用時間と一貫した関連があった一方， 調整

変数との関連もみられた。学年が上がるにつれ， 朝

昼兼用食摂取群および完全欠食群が増加する傾向が

みられた。これは， Szepe らが指摘する学年の上昇

に伴う生活習慣の乱れやウェルビーイングの低下33)

と整合する。また， 理工・医歯薬系の学生は文科系

に比べ， 両群のオッズが有意に低く， 朝食摂取群に

該当する割合が高かった。これは， 医歯薬系では健

康教育の機会が多く， ヘルスリテラシーが高いこと

が背景にあると考えられる34)。居住形態では， 自宅

外居住者も両群のオッズが有意に高く， 単身世帯の

学生では朝食の摂取頻度が低いとする先行研究と一

致する35～37)。暮らし向きが「苦しい」学生も両群

の該当者が多く， 調理設備の制限や食材価格等の影

響も考えられる38)。また， 奨学金受給者も朝食摂取

群のオッズが有意に低く， 経済的困難との関連が示

唆された39～41)。さらに， アルバイト時間が長い学

生ほど両群のオッズが高く， 夜間勤務や就寝時刻の

遅延などの生活リズムの乱れが考えられる。先行研

究42,43) でも同様の関連が報告されている。心理的要

因では， 相談相手なしは完全欠食群のオッズが高

かった。先行研究においても対人関係は食行動に影

響を及ぼし， SNS を通じたつながりが孤独感の軽

減と関連することが報告されている44)。以上より，

大学生の朝食欠食行動は複数の要因と複合的に関連

していることが明らかとなった。一方で， 心理的要

因を調整しても， SNS 利用時間と朝食欠食パター

ンとの関連は， ほぼ不変であった（表 3）。すなわ

ち， 心理要因はアウトカムに関連するが， SNS 利

用時間との関連は心理的要因のみでは説明できず，

心理的要因以外の経路の検討が必要である。

4. 今後の課題と健康教育への示唆
SNS の長時間利用が， 朝昼兼用食摂取群および

完全欠食群のいずれにも有意な関連がみられた。こ

の結果より， SNS 利用時間の長さと関連する食行

動の乱れが健康上の不利益につながり得ることを踏

まえ， ヘルスリテラシー教育の推進を低学年から実

施することが重要である45)。近年， SNS の長時間利

用は夜間の使用延長や入眠遅延をもたらし， 睡眠不

足や起床時刻の後ろ倒しにつながることが指摘され

ている46)。これらの生活リズムの変化は， 朝食時間

の不足や午前中の食欲低下を介して朝食欠食や朝昼
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兼用食の形成に寄与する可能性がある。本研究で

SNS 利用時間が朝食摂取パターンと関連した背景

には， このような生活リズムを介した行動メカニズ

ムが関与していると考えられる。

一方， SNS 利用時間を調整しても， 完全欠食群

では経済的困難や相談相手の不在など社会的要因，

朝昼兼用食摂取群では学年や生活時間の変化が関与

していた。米国の調査では学部学生の22.6% が食料

不安を経験しており47)， 経済的困難と食行動の乱れ

は国際的な課題である。とくに完全欠食者に対して

経済的・社会的環境の改善が求められる。具体的に

は， 手頃な価格の朝食提供48) や， 簡便な調理情報

の提供49) が挙げられる。

5. 研究の限界と今後の課題
本研究には以下の限界が存在する。第一に， 本研

究は横断研究であるため， 因果関係の特定ができな

い。第二に， データは自己申告に基づいており， 回

答バイアスが存在する可能性がある。加えて， SNS
利用時間は平日・休日の区別を設けていないため，

他調査との比較可能性に限界がある。第三に回収率

は約25% であり， 解析に必要な項目に回答した者

を対象としているため， 非回答・選択バイアスの影

響を否定できない。第四に， 調査は大学生協経由で

実施されており， 大学生全体への一般化可能性に一

定の限界がある。第五に， 本研究の「朝昼兼用食」

の定義は， 時間帯により区分された選択肢によるも

のであり， 他の研究の定義とは完全に一致しない可

能性が高い。第六に， SNS 利用時間にはいくつか

の残余交絡因子が存在する可能性がある。具体的に

は， SNS 以外の動画やゲームなどによるスマート

フォンを利用する時間， テレビやパソコンによるス

クリーンタイムなどが挙げられる。今後は， 同一定

義による追調査と測定の精緻化を進め， これらの要

素を考慮する必要がある。一方で， 本研究の強み

は， 朝食摂取行動を朝食・朝昼兼用食・完全欠食の

3 区分に区分し， 大規模データで検討した点であ

る。

Ⅴ 結 語

SNS 利用時間が長い学生は， 朝 9 時までに朝食

を摂取する「朝食摂取群」と比較して朝 9 時から11
時に食事を摂取する「朝昼兼用食摂取群」または午

前中に食事を摂取しない「完全欠食群」であるオッ

ズが有意に高いことが示された。本研究は， 大学生

において SNS 利用時間の長さが午前中の摂食パ

ターンと関連することを示しており， SNS 利用を

含めた生活時間の使い方を踏まえた朝食摂取支援の

必要性が示唆された。

本研究は， 東京大学社会科学研究所附属社会調査・
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いただいた東京大学社会科学研究所および全国大学生活

協同組合連合会に深く感謝申し上げます。
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Association between social networking service usage time and breakfast  
consumption patterns among Japanese university students:  
Analysis using breakfast, brunch, and skipping categories

Yumiko IWASE*

Key words : social networking services, skipping breakfast, university students, health behavior

Objectives　Extensive social networking service (SNS) use has been associated with unhealthy lifestyle behaviors 
among university students. Breakfast skipping raises concerns regarding reduced academic performance 
and inadequate nutritional status. Although many students consume brunch as a breakfast substitute, 
prior studies have rarely distinguished it from breakfast. This study examined associations between SNS 
usage time and breakfast consumption patterns among Japanese university students and assessed whether 
breakfast consumption patterns are associated with socioeconomic and psychological factors.

Methods　A secondary analysis was conducted on 20,171 records from the 58th Student Life Survey (2022), 
obtained from the Institute of Social Science, University of Tokyo. Participants were undergraduate uni-
versity students in Japan. The dependent variable was breakfast consumption pattern. Participants were 
categorized into the breakfast (before 9:00 a.m.), brunch (9:00–11:00 a.m.), and skipping (nothing in 
the morning) groups. The independent variable was SNS usage time. Multinomial logistic regression 
analysis was performed adjusting for demographic, socioeconomic, and psychological factors.

Results　 Multinomial logistic regression analysis showed that each additional SNS hour significantly increased 
odds for the brunch (odds ratio [OR]: 1.14, 95% confidence interval [CI]: 1.04–1.25, P < 0.001) and 
skipping (OR: 1.10, 95% CI: 1.01–1.19, P =  0.021) groups compared to the breakfast group. In the 
brunch group, the highest odds were observed for living away from home and having part-time employ-
ment. In the skipping group, the highest odds were observed for living away from home and poor living 
conditions; having no one to consult also showed significantly higher odds. Science and medical students 
as well as females had significantly lower odds in both groups.

Conclusion　 Longer SNS use was significantly associated with greater odds of being in the brunch or skipping 
groups compared to the breakfast group. In the brunch group, higher odds were associated with living 
away from home and part-time employment. In the skipping group, higher odds were observed for finan-
cial difficulty and having no one to consult. These findings suggest subsidized breakfast programs and 
cooking support are needed for the skipping group. Additionally, informational and environmental sup-
port from early university years is needed for both groups.
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